
【B-Maxシリーズ】

機種 商品コード スペック 発売時期 9.0.4～9.2.2 X10.1～10.1.4 X10.1.5 X10.2 240GB BM240FA BM240FB

Power Mac G4 AGP Graphics M7232J/A 450MHz 1999.9 × → ○ ○ 320GB BM320FA ―

Power Mac G4 AGP Graphics M6921J/A 500MHz 1999.9 × → ○ ○ 400GB ― BM400FB

Power Mac G4 AGP Graphics M7824J/A 400MHz 1999.11 × → ○ ○

Power Mac G4 AGP Graphics M7825J/A 450MHz 1999.11 × → ○ ○ ＜注意事項＞＜注意事項＞＜注意事項＞＜注意事項＞

Power Mac G4 AGP Graphics M7827J/A 350MHz 1999.12 × → ○ ○ ●ファームウェアのバージョンを2.4以上にしてご使用ください。●ファームウェアのバージョンを2.4以上にしてご使用ください。●ファームウェアのバージョンを2.4以上にしてご使用ください。●ファームウェアのバージョンを2.4以上にしてご使用ください。
Power Mac G4 AGP Graphics M7824J/B 400MHz 1999.12 × → ○ ○ Power Mac G4（AGP）、Power Book G3（FireWire）の一部機種において、ファームウェアのバージョンが

Power Mac G4 AGP Graphics M7825J/B 450MHz 1999.12 × → ○ ○ 2.4未満の場合があります。起動ディスク設定には2.4以降のバージョンが必要となるため、2.4未満の場合は、

Power Mac G4 Gigabit Ethernet M7641J/A 400MHz 2000.2 × → ○ ○ Apple社のサイト（www.apple.co.jp）からFirmware Update 2.4を行ってください。 

Power Mac G4 Gigabit Ethernet M7628J/A 450MHz 2000.2 × → ○ ○

Power Mac G4 Gigabit Ethernet M7629J/A 500MHz 2000.2 × → ○ ○ ●システムインストールは、必ず本体添付のCD-ROMから行なってください。●システムインストールは、必ず本体添付のCD-ROMから行なってください。●システムインストールは、必ず本体添付のCD-ROMから行なってください。●システムインストールは、必ず本体添付のCD-ROMから行なってください。
Power Mac G4 Cube M7642J/A 450MHz 2000.7 × → ○ ○ 起動ディスクに設定する場合、必ず本体添付のシステムインストールディスク(CD-ROM)を使ってシステムを

Power Mac G4 Gigabit Ethernet M7891J/A 400MHz 2000.8 × → ○ ○ インストールしてください。

Power Mac G4 Gigabit Ethernet M7892J/A Dual 450MHz 2000.8 × → ○ ○ 他のディスクからシステムフォルダをコピーした場合は、起動ディスクとしてお使いいただけません。 

Power Mac G4 Gigabit Ethernet M7893J/A Dual 500MHz 2000.8 × → ○ ○

Power Mac G4 Cube M8328J/A 450MHz 2001.2 × → ○ ○ ●Mac OS Xのインストールは、拡張フォーマット後に行なってください。●Mac OS Xのインストールは、拡張フォーマット後に行なってください。●Mac OS Xのインストールは、拡張フォーマット後に行なってください。●Mac OS Xのインストールは、拡張フォーマット後に行なってください。
Power Mac G4 Digital Audio M7627J/A 466MHz 2001.3 × → ○ ○ Mac OS Xをインストールする際、標準フォーマットでは初期化を促すメッセージが表示されます。

Power Mac G4 Digital Audio M7688J/A 533MHz 2001.3 × → ○ ○ お使いの当社FireWire HD製品を標準フォーマットされている場合は、Mac OS Xのインストールを中止し、

Power Mac G4 Digital Audio M7945J/A 667MHz 2001.3 × → ○ ○ ディスク内のデータを退避させた上で、拡張フォーマットを行っていただくようお願いします。 

Power Mac G4 Digital Audio M8451J/A 733MHz 2001.3 × → ○ ○

Power Mac G4 Digital Audio M7681J/A 733MHz 2001.3 × → ○ ○ ●起動ディスクに設定しても、他のディスクから起動してしまう場合は？●起動ディスクに設定しても、他のディスクから起動してしまう場合は？●起動ディスクに設定しても、他のディスクから起動してしまう場合は？●起動ディスクに設定しても、他のディスクから起動してしまう場合は？

Power Mac G4 QuickSilver M8359J/A 733MHz 2001.7 × → ○ ○ 製品の電源が入ったままの状態で、改めて「アップルメニュー」 →「コントロールパネル」→「起動ディスク」を選択し、

Power Mac G4 QuickSilver M8360J/A 867MHz 2001.7 × → ○ ○ 対象となる「システムフォルダ」を選び、システムの再起動を行ってください。それでも他のディスクから起動する場合は、

Power Mac G4 QuickSilver M8361J/A Dual 800MHz 2001.7 × → ○ ○ 一旦「システム終了」でマシンを正常に終了させてから、電源ONをやり直してください。

Power Mac G4 QuickSilver2002 M8705J/A 800MHz 2002.1 × → ○ ○

Power Mac G4 QuickSilver2002 M8666J/A 933MHz 2002.1 × → ○ ○ ●起動ディスク設定時、電源ONの状態でケーブルは絶対に抜かないで下さい。●起動ディスク設定時、電源ONの状態でケーブルは絶対に抜かないで下さい。●起動ディスク設定時、電源ONの状態でケーブルは絶対に抜かないで下さい。●起動ディスク設定時、電源ONの状態でケーブルは絶対に抜かないで下さい。
Power Mac G4 QuickSilver2002 M8667J/A Dual 1GMHz 2002.1 × → ○ ○ トラブルの原因になります。必ずシステムを正常に終了させてから製品を取り外しください。

Power Mac G4 Mirrored Drive Doors M8787J/A Dual 867Hz 2002.8 × → ○ ○

Power Mac G4 Mirrored Drive Doors M8689J/A Dual 1GHz 2002.8 × → ○ ○ ●起動ディスク設定時は、スリープ非対応です。●起動ディスク設定時は、スリープ非対応です。●起動ディスク設定時は、スリープ非対応です。●起動ディスク設定時は、スリープ非対応です。
Power Mac G4 Mirrored Drive Doors M8573J/A Dual 1.25GHz 2002.8 × → ○ ○ コントロールパネルの「省エネルギー設定」でスリープ設定を解除してからお使いください。

Power Mac G4 Firewire800 M8839J/A 1GHz 2003.1 × × × ○

Power Mac G4 Firewire800 M8840J/A Dual 1.25GHz 2003.1 × × × ○

Power Mac G4 Firewire800 M8841J/A Dual 1.42GHz 2003.1 × × × ○

ヤノ電器株式会社
〒651-2242　神戸市西区井吹台東町7-3-1　Tel:078-993-0001（代表）　Fax:078-997-6491

E-mail：info@yano-el.co.jp　Web：www.yano-el.co.jp

※この表に関するお問い合わせは、サポート＆サービスグループ（Tel:078-993-0010　Fax:078-997-6408）までご連絡ください。

Power Mac G4　システム起動ディスク対応表

Power MacG4 各OS対応状況

2003.03.04現在

○＝対応、→＝アップデート推奨、×＝非対応

■ B-Maxシリーズハードディスク ラインナップ


